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Fig.３MechanislnofCr(Ⅵ)adsorptiononusedblacktealeavesatpH＝2.00
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ComparisonofAdsorptionCapacityandEconomics
TocomparetheadsolptioncapacityｏｆＵＢＴＬｓｗｉｔｈｔｈａｔｏｆａｃｔｉｖａｔｅｄｃａｒｂon，solne
removalexperilnentswereperfbrnledwithconnercialactivatedcarbon(AC)underthe
sameoperationalconditiｏｎｓａｓａｐｐｌｉｅｄｆｂｒＵＢＴＬｓ・Experimentaldatashowthatthe
lnaximulnadsorptioncapacityicalculatedfromLangmuirequation,ofACis(9ｍ＝４１７１ngg~')slnallerthanthatofUBTLs(9ｍ＝４５５，９９~')atｐＨ＝２.ＯＯａｎｄＴ＝Z5oC､Moreove喝
ｉｎｃａｓｅｏｆＡＣ,bOtllofadsorptionandreductionincreasewithdecreasingtl1esolutionpH
whereasadMptionincreaseSandreductiondecreaseswithdecreasingofsolutionpHfbr
UBTLｓcase，wllichisanothersuperiorityofUBTLs・ThustheUBTLsisbetterthan
conⅡnercialactivatedcarbonfbiPtherelnovalofCr(VI)fiPolnaqueoussolution．
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学位論文審査結果の要旨
提出学位論文について各審査委員が個別審査を行うと共に、平成１８年２月６曰開催の口頭発表を踏まえ
て、同日開催の論文審査委員会にて検討し、以下の通り判定した。
本論文は、発展途上国で深刻な問題となっている廃水中の有害重金属Ｃｒ(Ⅵ）を、食品由来バイオマスで
ある使用済み紅茶葉（UBTL）を収着材料として有効利用し、低コストの分離回収プロセスを開発するため
の基礎的研究であり、その要点は次の通りである。
ＵBTLは比表面積が極めて小さいにも関わらず、特異的高収着能力を有することを見出し寸それを利用し
た実用装置を開発するため、収着の動的挙動に及ぼす操作条件（pH団温度、濃度）の影響を系統的に明ら
かにし、収着操作の最適条件を探索している。さらに、収着動特性を種々の速度論モデルにより解析すると
共に、各種の試料分析を実施し、収着の初期と中期以降とでは収着速度の支配過程が異なること、ＵBTLに
収着されたＣｒが全て三価で、表面の微細凹みに粒状固相として偏在することを見出している。加えて、液
中のＣｒＭ）が粒状固体を形成するに至る機構を解明、ＵBTLに収着されたＣｒをＮａＯＨ水溶液により脱離
させ、固体のＣｒ(OH)３として効率的に回収するプロセスを提案している。
このように、本研究は、発展途上国における重金属による水環境汚染を改善する技術開発に大きく貢献す
るものであり、本論文は博士（学術）の学位に十分値すると判断される。
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